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住まいの
お掃除屋さん

場所/むつ市十二林17番1号（みちのくクリニックの右隣です。）

関野洋作さん自身も版画家として活躍、春陽会（美術団体）に数多く出品、受賞されています。

●
関
野
洋
作
さ
ん
挨
拶

　

こ
の
度
は
ま
る
め
ろ
美
術
館
を
作
っ
て
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

父
の
版
画
人
生
は
、大
ま
か
に
４
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
つ
目
は
旧
制
中
学
時
代
、良
い
友
人
た
ち

に
恵
ま
れ
ま
す
。絵
を
描
い
て
い
る
う
ち
に
交

換
会
が
始
ま
り
、そ
し
て
版
画
を
作
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

先
輩
に
棟
方
志
功
や
今
純
三
が
い
て
、教
え

を
請
い
な
が
ら
、彼
ら
か
ら
絵
に
対
す
る
誠
実

さ
、勤
勉
さ
、情
熱
を
学
び
、こ
こ
で
父
の
絵
に

対
す
る
基
本
が
で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、文
通
な
ど
に
よ
り
東
京
出
身
の

版
画
家
で
あ
る
恩
地
孝
四
郎
を
知
り
、教
え
を

受
け
ま
す
。

　

東
京
へ
出
て
、絵
描
き
の
生
活
か
ら
抽
象
作
品

ま
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
と
同
時
に
、生
涯
の
友

人
た
ち
に
め
ぐ
り
会
い
切
磋
琢
磨
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、終
戦
後
、日
本
美
術
の
評
価
が

高
ま
り
、ア
メ
リ
カ
の
美
術
愛
好
家
た
ち
の
目

に
留
ま
り
ま
す
。そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
よ
り
、日
本
の
木
版
画
の
招
待

教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
す
。合
計
３
回
招
待

さ
れ
ま
す
。

　

現
地
で
は
日
本
の
版
画
を
伝
え
な
が
ら
も
、

自
身
も
※
コ
ラ
グ
ラ
フ
な
ど
の
技
法
や
、現

地
の
画
家
の
風
土
、歴
史
に
よ
る
精
神
を
学

び
ま
す
。　

　

四
つ
目
は
、海
外
で
学
び
感
じ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、日
本
人
の
感
性
、情
感
を
生
か
し

た
作
品
を
作
ろ
う
と
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
頃
に
制
作
し
た
作
品
が
、東
海
道
や

奥
の
細
道
、青
森
の
各
地
域
の
風
景
画
、紅

型（
１
９
７
５
年
）の
よ
う
な
舞
妓
さ
ん
の

シ
リ
ー
ズ
な
ど
で
す
。

　

父
は
情
熱
を
も
っ
て
作
品
を
作
り
づ
つ

け
、73
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

美
術
館
は
癒
し
の
空
間
で
あ
り
、人
の
営

み
を
豊
か
に
し
ま
す
。今
回
こ
の
よ
う
な
福

祉
の
空
間
の
中
に
美
術
館
が
で
き
た
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

日
本
的
な
繊
細
さ
を
取
り
入
れ
た
父
の

作
品
を
見
に
来
て
い
た
だ
け
た
ら
、あ
り
が

た
い
で
す
。

※ 

版
材（
ベ
ニ
ヤ
板
や
ボ
ー
ル
紙
な
ど
）に
素
材
を
貼

り
つ
け
、凹
凸
を
つ
く
っ
た
も
の
を
版
す
る
版
画
の
こ

と
で
す
。

　

ま
る
め
ろ
美
術
館
は
、青
森
市
出
身

の
版
画
家
、関
野
凖
一
郎
画
伯
の
作
品

を
常
設
展
示
し
て
い
る
美
術
館
で
す
。

　

10
月
１
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ン
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、関
野
凖
一
郎
画

伯
の
二
男
で
助
手
も
務
め
て
い
た
、関
野

洋
作
さ
ん
よ
り
貴
重
な
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

関
野
凖
一
郎
記
念

ま
る
め
ろ
美
術
館

２
０
１
３
年
10
月
１
日

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
!!

●
ま
る
め
ろ
美
術
館
案
内

休
館
日
／
水
曜
・
木
曜

開
館
時
間
／
10
時
～
16
時

資
料
代
／
３
０
０
円

社
会
福
祉
施
設
経
営
管
理
者
海
外
研
修
報
告
①

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ち
の
く
荘　

園
長　

中
山 

辰
巳

２
０
１
３
年
９
月
２
日
か
ら
９
月
12
日
ま
で
、
み
ち
の
く
荘
の
中
山
園
長
が
ク
ロ
ア
チ
ア
の
福
祉
施

設
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
報
告
を
全
４
回
シ
リ
ー
ズ
に
て
お
伝
え
し
ま
す
。

特
集

聖ロヴロ大聖堂はロマネスク様式の傑作。

クロアチア第二の都市であるスプリットは、1979 年にユネスコ世界遺産に登録された。

　

は
じ
め
に
、こ
の
度
の
研
修
企
画
実
施
さ
れ
た
公

益
財
団
法
人 

社
会
福
祉
振
興
・
試
験
セ
ン
タ
ー
並
び

に
株
式
会
社 

福
祉
施
設
共
済
会
と
り
わ
け
代
表
取
締

役
・
田
中
敏
雄
団
長
を
は
じ
め
、参
加
さ
れ
た
団
員
の

み
な
さ
ま
に
お
世
話
に
な
り
、有
意
義
な
時
間
を
共
に

過
ご
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
に
、心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
。

　

さ
て
、私
の
報
告
は
主
に
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
歴

史
、社
会
そ
し
て
主
題
で
あ
る
社
会
福
祉
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
は
、ア
ド
リ
ア
海
に
面

し
、面
積
約
５
万
７
千

ｋ㎡（
九
州
の
1.5
倍
）、世
界
遺
産

の
ス
プ
リ
ッ
ト
や
ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
な
ど
風
光
明
媚

な
地
が
あ
り
、人
口
約
４
３
０
万
人（
福
岡
県
よ
り
約

80
万
人
少
な
い
）。主
た
る
産
業
と
し
て
は
、観
光
、農

業（
食
料
自
給
率
は
高
い
）、林
業
、マ
グ
ロ
養
殖
、造
船

業
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

１
９
９
１
年
に
勃
発
し
た
民
族
戦
争
、内
戦
か
ら
約
20

年
が
過
ぎ
、今
年
７
月
EU
加
盟
を
果
た
し
た
。こ
の
間
の

ク
ロ
ア
チ
ア
国
民
の
悲
惨
と
絶
望
は
想
像
を
絶
す
る
。

　

欧
州
の
火
薬
庫
と
言
わ
れ
た
バ
ル
カ
ン
半
島
に
位

置
す
る
国
々
は
、第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
約
１
０
０
年

を
経
て
、よ
う
や
く
忌
ま
わ
し
い
戦
争
か
ら
脱
し
た
の

で
あ
る
。

　

第
二
次
大
戦
を
パ
ル
チ
ザ
ン
率
い
て
闘
争
を
指
導

し
、ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
戦
っ
た
チ
ト
ー
の
偉
大
さ
を

改
め
て
思
う
。

　

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は「
７
つ
の
国
境
、６
つ
の

共
和
国
、５
つ
の
民
族
、４
つ
の
言
語
、３
つ
の
宗

教
、２
つ
の
文
字
」が
あ
り
、到
底
、統
一
国
家
な
る

も
の
は
絶
対
不
可
能
と
思
わ
れ
た
。

　

ま
た
、チ
ト
ー
は
、社
会
主
義
者
・
共
産
主
義
者
と

し
て
、か
つ
て
絶
対
を
誇
っ
た
ソ
ビ
エ
ト
と
対
等
に

渡
り
合
い
、主
体
性
思
想
を
唱
え
た
朝
鮮
・
金
日
成

と
並
び
、社
会
主
義
国
家
で
は
自
主
独
立
路
線
を
遂

行
し
た
。

　

し
か
し
彼
の
死
後
、冷
戦
の
終
結
や
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
崩
壊
な
ど
、世
界
の
政
治
経
済
の
激
変
に
よ
り
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は
果
て
し
な
い
内
戦
に
突
入
し

て
行
っ
た
。

　

軍
隊
は
お
ろ
か
、親
子
、兄
弟
、隣
人
同
士
が
殺
し

合
い
、愚
か
な
殺
戮
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。中
で
も
ミ

ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
大
統
領
に
よ
る
軍
の
一
般
市
民
へ
の

虐
殺
や
、集
団
強
姦
な
ど
言
語
に
絶
す
る
行
い
は
忌

ま
わ
し
い
記
憶
と
し
て
永
久
に
残
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
民
族
と
宗
教
」が
麻
の
ご
と
く
乱
れ
絡
み
合
う

歴
史
や
文
化
は
、私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
理
解
し

が
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

本
来
、宗
教
の
意
義
、キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム

教
は
、人
々
を
幸
福
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。し
か
し
、

人
類
は「
民
族
と
宗
教
」の
違
い
だ
け
で
、未
だ
に
戦

争
を
止
め
ず
互
い
に
蛮
行
を
く
り
返
し
て
い
る
。

　

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
は
言
っ
て
い
る「
国
家
を
危

う
く
す
る
も
の
は
宗
教
と
ア
ヘ
ン
で
あ
る
。」と
。

　

い
つ
の
時
代
で
も
戦
争
の
犠
牲
者
は
子
ど
も
、女

性
、高
齢
者
で
あ
り
、言
う
ま
で
も
な
く
社
会
福
祉

の
対
象
者
で
も
あ
る
。

　

以
上
、社
会
的
、歴
史
的
背
景
を
も
と
に
今
回
の
調

査
・
研
修
し
た
こ
と
は
、そ
の
他
見
聞
し
た
こ
と
も
含

め
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
次
号
に
続
く
）
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皆
さ
ん
の
町
内
へ

リ
ハ
ビ
リ
職
員
が
伺
い
ま
す
！

青森県むつ市大曲二丁目 13-35

ニッショク

水産物・青果物・食肉・冷凍食品等の卸売

ＮＩＳＳＹＯＫＵ

電話 （０１７５）

有限会社

ＦＡＸ  （０１７５）

　

町
内
会
で
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
開
催
し
ま
せ
ん

か
。当
法
人
の
理
学
療
法
士
が
直
接
伺
い
、体
操

や
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

料
金
は
頂
き
ま
せ
ん
、会
場
の
準
備
の
際
は

お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
ご
希
望
の
内
容
に
沿
え

る
よ
う
に
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
テ
ー
マ
例

　

①
腰
痛
、膝
の
痛
み
へ
の
リ
ハ
ビ
リ

　

②
肩
コ
リ
、肩
の
痛
み
と
リ
ハ
ビ
リ

　

③
寝
た
き
り
を
防
ぐ
、動
く
リ
ハ
ビ
リ

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

み
ち
の
く
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

電
話
／
０
１
７
５（
23
）１
１
７
０

　

担
当
／
成
田
・
能
登

ご 存 知 で す か ?

真 空 調 理

メインのおかずからデザートまで、真空調理で料理することができます。

　真空調理という調理法が、ここ数年、テレビや新聞

などで頻繁に取り上げられるようになりました。

真空状態で加熱調理することで、旨みと香りを閉じ込

め、風味豊かに仕上げることができます。

　しかも低温加熱なのでビタミンを壊すことがなく、

じっくりと調理するため、お肉はとても柔らかくなり

お魚は骨までまるごと食べられるようになります。

　その上、調味料が素材に均一に浸透していくので、

少ない調味料でも美味しく仕上がり、塩分や糖分を控

えられます。食事療法にも適した、まさに身体に優し

い調理法といえます。

　みちのく金谷デイサービスセンターの厨房では、毎

日700食分、約2800品を真空調理し、むつ市内3拠点（脇

野沢、十ニ林、金谷）の利用者のもとへ配送しています。

　また、同センター内の自動販売機では、お持ち帰り用

に真空調理した惣菜を販売しています。人気の商品は、

さんまの柔らか煮や豚の角煮、南瓜の甘煮、季節限定で

登場するモチモチ食感のイカ飯です。

　そして当法人では、新規事業として新たに最新の真

空調理機を導入した、真空調理工場「みちのくセント

ラルキッチン（仮称）」を城ヶ沢に建設、来年度オープ

ンすることになりました。

　このみちのくセントラルキッチンから、在宅で暮ら

す高齢者のための宅配弁当をお届けします。

　「最近固いものが食べづらくなってきた。」

　そんな方にも、お肉やお魚を美味しく食べれるソフ

ト食をお届けしたいと思い、現在、栄養士と調理師が

美味しいソフト食の開発を進めています。

社会福祉法人青森社会福祉振興団の平成２4年度の決算を報告します。
　社会福祉法人は、財務内容の一般公開が義務づけられています。みちのく荘は、これからも市民のみなさまに必要な情報は公

開していきたいと思います。さらに詳しい内容につきましては、施設において閲覧できます。

科　　　　目

資 金 収 支 計 算 書 単位：千円

事 業 活 動 計 算 書 単位：千円

借　　　　　　　　方

金　　　　額

貸 借 対 照 表
借　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　方

金　　　　額科　　　　目

単位：千円
平成 25 年 3 月 31 日

平成 25 年 3 月 31 日

平成 25 年 3 月 31 日

借　　　　　　　　方

科　　　　目 科　　　　目

貸　　　　　　　　方

１，２２３，２９３

人 件 費

△２６，９７０

１１６，６８５

９５，７８２

６，２４１

１，３４４，２２０

９６，８４５

事 務 費

事 業 費

支 払 利 息

費 用 合 計

当 期 活 動 増 減 差 額

前期繰越活動増減差額

当期末繰越活動増減差額

減 価 償 却 費

国庫補助金等特別積立金取崩額

次期繰越活動増減差額 １，３２０，１３８

固 定 資 産 売 却 損・ 処 分 損

　６６７

５５

１，３２０，１３８

７６２，３９２

２４２，３５８

収 益 合 計 １，４４１，０６５

４０，５５９

１，７６８

４９，１７１

１，１７９，３５６

６８３

介 護 保 険 事 業 収 益

老 人 福 祉 事 業 収 益

障害福祉サービス等事業収益

医 療 事 業 収 益

そ の 他 の 事 業 収 益

そ の 他 の サ ー ビ ス 活 動 外 収 益

経 常 経 費 寄 附 金 収 益

受 取 利 息 配 当 金 収 益

２３，９３６

施 設 整 備 等 補 助 金 収 益

固 定 資 産 売 却 益

５５

１１，５７７

１３３，５４０

４２０

金　　　　額

人 件 費 支 出

事 務 費 支 出

事 業 費 支 出

支 払 利 息 支 出

そ の 他 の 支 出

固 定 資 産 取 得 支 出

積 立 資 産 支 出

そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出

支　 出　 合　 計

当 期 資 金 収 支 差 額

前 期 末 支 払 資 金 残 高

当 期 末 支 払 資 金 残 高 収　 入　 合　 計

介 護 保 険 事 業 収 入

老 人 福 祉 事 業 収 入

障害福祉サービス等事業収入

医 療 事 業 収 入

そ の 他 の 事 業 収 入

経 常 経 費 寄 附 金 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

流動資産評価益等による資金増加額

固 定 資 産 売 却 収 入

そ の 他 の 活 動 に よ る 収 入

そ の 他 の 収 入

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入

資 産 の 部 合 計 ３，０３４，３４４

科　　　　目

固 定 資 産

そ の 他 の 固 定 資 産

建 物 附 属 設 備

６５３，１５２

２，３８１，１９２

土 地

機 械 及 び 装 置

車 輌 運 搬 具

基 本 財 産

器 具 及 び 備 品

建 設 仮 勘 定

権 利

退 職 給 付 引 当 資 産

流 動 資 産
現 金 預 金

有 価 証 券

事 業 未 収 金

立 替 金

拠 点 区 分 間 貸 付 金

未 収 金

前 払 金

建 物

建 物 附 属 設 備

構 築 物

建 物

１，３０４，４０３

１９６，６１２

２４２，３４６

８６５，４４５

２６５，２６８

７２，４１１

２２，２２９

２２８，４１３

移行時減価償却特別積立資産

退 職 共 済 預 け 金

差 入 保 証 金

７，８２４

４０，０７９

未 収 補 助 金

前 払 費 用

ソ フ ト ウ ェ ア

３１，２０６

土 地

１１９，８９５

１，５５１

５，３０８

３７，０７７

流 動 負 債
短 期 運 営 資 金 借 入 金

職 員 預 り 金

１年以内返済予定設備資金借入金

賞 与 引 当 金

事 業 未 払 金

そ の 他 の 未 払 金

前 受 収 益

未 払 費 用

事 業 区 分 間 借 入 金

金　　　　額

固 定 負 債

基 本 金

国庫補助金等特別積立金

次期繰越活動増減差額

設 備 資 金 借 入 金

１２０，５４０

１５，７９３

４１，０６４

１４，２６３

仮 受 金

預 り 金

拠 点 区 分 間 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

（うち当期活動増減差額 )

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額

１，０７６，７８９

貯 蔵 品

事 業 区 分 間 貸 付 金

２８０，７７５

３９，４３０

１８０，５０７

１１

１，３５３

１３４，９８１

１０，２１１

３，０１８

１６

２，３６１

４８９

２４２，９４５

２，２５９

２０

４５，７１４

６

２，４４４

１６

２３１，０６０

５６

１５，２２９

４８９

４８６，６７４

３９０，２６５

負 債 の 部 合 計 ８７６，９３９

２１６，９２９

６２０，３３８

３３９，０２０

５１，２４５

９６，８４５

１，３２０，１３８

１，３２０，１３８

負債・純資産の部合計

純 資 産 の 部 合 計 ２，１５７，４０５

３，０３４，３４４

設備資金借入金元金償還支出 ４１，０６４

６，２４１

６６７

２４２，３５８

１１６，６８５

７５３，５５３

５０２，７１２

３，７４２

２０，３４６

１，６８７，３６８

△２４５，６０８

４６７，４１３

２２１，８０５

科　　　　目 金　　　　額

貸　　　　　　　　方

１，４４１，７６０

５５

９，４００

６８３

４９，１７１

２３，９３６

１，７６８

４０，５５９

１，１７９，３５６

２，１７７

１３３，５４０

４２０

６９５

その他のサービス活動外費用

金　　　　額

国庫補助金等特別積立金積立額

そ の 他 の 特 別 損 失

１３３，５４０

１３，４７０

預 託 金 ３０４

家
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
シ
リ
ー
ズ
②

冬
の
転
倒
予
防
編

　

こ
れ
か
ら
寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
す
。雪
が
降
り
路
面
に
積

も
る
と
、注
意
し
て
い
て
も
転
び
そ
う
に
な
る
こ
と
は
ど
う
し

て
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
転
倒
し
な
い
よ
う
、ま
た
実
際
に
転
倒
し
て
も

大
き
な
ケ
ガ
へ
と
繋
が
ら
な
い
よ
う
に
、日
々
適
度
な
運
動
を

行
う
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
は
転
倒
予
防
の
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

　

軽
い
運
動
を
継
続
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、足
腰
や
腹
部
の

筋
力
、バ
ラ
ン
ス
能
力
を
維
持
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ふ
く
ら
は
ぎ
の
ス
ト
レ
ッ
チ

１
．電
話
帳
や
雑
誌
な
ど
を
５

 cm
程

度
の
厚
さ
に
重
ね
、両
足
の

つ
ま
先
を
上
に
の
せ
ま
す
。

２
．壁
に
両
手
を
つ
い
て
、15
秒

か
ら
20
秒
ほ
ど
、そ
の
状
態

を
維
持
し
ま
す
。

●
足
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

１
．足
の
裏
が
し
っ
か
り
と
床

に
つ
く
高
さ
の
椅
子
に
座

り
ま
す
。

２
．片
足
の
膝
を
伸
ば
し
て
、

足
の
つ
ま
先
を
自
分
の
方

に
向
け
ま
す
。

３
．そ
の
状
態
の
ま
ま
５
秒
ほ

ど
保
ち
ま
す
。

●
体
幹
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、腹
筋
運
動

１
．仰
向
け
に
な
っ
て
両
膝
を
立
て
ま
す
。

２
．両
手
を
広
げ
、肩
が
浮
か
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
両
膝
を
左
右
に
倒
し

　

冬
道
で
の
転
倒
原
因
の
一
つ
と
し
て「
す
べ
っ
た
」が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、す
べ
っ
た
こ
と
が
転
倒
に
つ
な
が
る
に
は
、身
体
機
能
や
そ
の
と

き
の
環
境
な
ど
様
々
な
要
素
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
身
体
面
で
は
、バ
ラ
ン
ス
能
力
や
筋
力
の
低
下
、神
経
系
の
衰
え
な

ど
、環
境
面
で
い
え
ば
、バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
所
や
横
断
歩
道
、タ
イ
ル

張
り
に
な
っ
て
い
る
建
物
の
出
入
り
口
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、み
な
さ
ん
は「
転
倒
経
験
は
若
年
者
が
多
く
、ケ
ガ
を
す
る
人
は
高

齢
者
が
多
い
」と
い
う
事
実
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

　

転
倒
し
や
す
い
人
の
特
徴
と
し
て
、①
急
い
で
い
る
人
、②
両
手
が
ふ
さ

が
っ
て
い
る
人
、③
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
て
歩
く
人
、④
お
酒
を
飲
ん
で
い

る
人
、な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
を
問
わ
ず
、み
な
さ
ん
転
倒
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
雪
道
で
の
歩
き
方
の
ポ
イ
ン
ト

　

１
．小
さ
な
歩
幅
で
歩
く
こ
と
。

　

２
．靴
の
裏
全
体
を
つ
け
て
歩
く
こ
と
。

　

３
．急
が
ず
焦
ら
ず
余
裕
を
持
っ
て
歩
く
こ
と
。

転
倒
豆
知
識

　

こ
の
運
動
を
、足
を
軽
く
浮
か
せ

た
状
態
で
行
い
ま
す
と
腹
筋
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、な
か
な
か
き
つ
い
運

動
に
な
り
ま
す
の
で
足
の
あ
げ
具

合
を
調
整
し
て
、負
荷
量
を
調
節
し

ま
し
ょ
う
。

　

痛
み
の
出
な
い
範
囲
で
、無
理
の

無
い
よ
う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
を
左
右
交
代
し
て
10
回
ず
つ
、繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

て
い
き
ま
す
。

こ
の
と
き
、息
を
吐
き
な
が
ら

体
の
力
を
抜
き
、足
の
重
み
で

膝
を
倒
し
て
い
き
ま
す
。

●
腰
周
り
を
安
定
さ
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

１
．椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
に
両
手
を
つ
い
て
身
体
を
支
え
て
立

ち
ま
す
。

２
．身
体
が
傾
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、片
足
を
横

に
開
き
ま
す
。

　

こ
れ
を
左
右
交
代
し
て
10
回
ず
つ
、繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
を
朝
と
晩
、２
回
ず
つ
繰
り
返

し
ま
し
ょ
う
。


